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⻆仏 ほとけさま⻇とは苦から⻆解 ほ
どける⻇

意味から⻆ほとけ⻇にな⻒たのだ⺯

と前号でお話しました⺰亡くな⻒

た人を⻆仏さま⻇というのは⺯亡

く
な
る
と
一
切
の
苦
か
ら
解
放
さ
れ

ます⺰つまり無一物になり⺯まさ

に⻆無⻇になり⻆空⻇になります⺰ 

しかし⺯この⻆無⻇は死後の世

界でしか実現しない⺯いわばじつ

に虚しいものです⺰生きている世

界
に
お
い
て
実
現
し
な
け
れ
ば
意
味

を
な
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
？
死
後

に救われても⺯この現実世界に救

いの道が見出せなければ⻆無⻇も

⻆空⻇も虚構に終わ⻒てしまうの

でないか⺯こう私たちに鋭い矛先

を
向
け
た
の
が
私
た
ち
の
宗
祖
で
あ

る親鸞聖人です⺰ 

ではどうしたら⺯この世におい

て⻆無⻇を実現するか⺰これこそ

が仏教の命題です⺰そして⺯その

最大の課題が⻆自縄自縛

じ
じ
⻕
う
じ
ば
く

⻇からの

解放なのです⺰ 

私たちは⻆自己執着⻇と称する

深い迷いの淵に沈んでいます⺰そ

こからどう脱け出るか⺯途轍
と
て
つ

もな

い難題ですが⺯次号からこのこと

について深めたいと思います⺰ 

※⻆自縄自縛⻇…

自分の縄で自分を縛

る意から⺯自分の言動が自分をしば⻒

て⺯自由に振る舞えずに苦しむこと⺰ 
              

数
年
前
に
身
内
を
突
然
亡
く
し
た

友人に会いました⺰亡くな⻒た子

は当時未成年で⺯友人はその子を

ず⻒と見守⻒てきたこともあり⺯

本
当
に
辛
い
出
来
事
だ
⻒
た
と
思
い

ます⺰そして友人家族は⺯突然⻆弔

うこと⻇や⻆成仏すること⻇とは

何なのかということを⺯初めて真

剣に考えたと言います⺰時に⺯自

分達の供養が間違⻒ていたら⺯子

ど
も
が
迷
⻒
て
成
仏
で
き
な
い
の
で

はないか⺯そんな恐怖に苛 さいなまれた

そうです⺰そんな時⺯僧侶として

の私を頼⻒て連絡をくれ⺯仏事や

供
養
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い

ました⺰その後⺯その子の死と向

き合い続けることで⺯友人は⻆身

内
を
亡
く
し
た
夏
が
来
る
と
暗
い
気

持ちになるが⺯今はお盆もし⻒か

り
と
し
た
気
持
ち
で
迎
え
ら
れ
る
よ

うにな⻒た⻇と微笑んでいました⺰ 

せ
め
て
亡
く
な
⻒
た
人
が
迷
わ
な

いようにと思⻒ても⺯実は迷⻒て

いるのは⺯生きている私たちの方

だ⻒たりします⺰そして⺯大切な

人の⻆死⻇と迷いながらも向き合

い続けることが⺯私自身のいのち

を
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
で
も
あ
る

んだと思います⺰ 
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浄泉寺からのお知らせ 
 

● 

秋彼岸のお参り 

● 

九月のお彼岸のお参り日程は⺯後日お

葉書にてお知らせします⺰お寺での彼

岸会にもぜひお参りください⺰ 
 ● 

同 ど
う 

朋 ぼ
う 

会 か
い 

⺺月例法座⺻● 

浄泉寺では⺯毎月お勤めと住職の法話

を
中
心
に
し
た
同
朋
会
を
開
催
し
て
い
ま

す⺰どなたでもお気軽にご参加いただ

けますので⺯ぜひお越しください⺰ 

日程等の問合せは浄泉寺まで⺰ 
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令和令和令和令和４４４４年年年年(20(20(20(2022222222 年年年年))))年忌表年忌表年忌表年忌表

ご法事（年忌

ね ん き

法要）は、亡き人をご縁に、仏さまの教

えを、今生きる私たちが聞かせていただく大切な機会

です。浄泉寺本堂でご法事を勤めることもできます。 

一周忌一周忌一周忌一周忌    令和 3 年(2021 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    令和 2 年(2020 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 28 年(2016 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 22 年(2010 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 18 年(2006 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 10 年(1998 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    平成 2 年(1990 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 48 年(1973 年)亡 

               

    

 

＜発行元・問い合わせ＞ 

真宗真宗真宗真宗

しんしゅう

大谷派大谷派大谷派大谷派

おおたには

    楠林山楠林山楠林山楠林山

なんりんざん

    浄浄浄浄

じょう

    泉泉泉泉

せん

    寺寺寺寺

じ

      電話 0799-22-4798 

〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３ 

ホームページ http://jyosenji.asei.info 

おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ㉗㉗㉗㉗        ～～～～    ごごごご    和和和和

わ

    讃讃讃讃

さん

    ～～～～    

仏教は、言葉を超えた世界から、私一人い ち に んの身の事実を教えてくれます。言葉を超えた世界に出で 遇あ

った感動は、「うた」という形で表現されます。お盆やお彼岸の際、皆さんのお宅でご一緒にお勤
めする『正信偈し ょ う し ん げ』も、親鸞し ん ら ん聖しょう人に んが南な 無む 阿あ 弥み 陀だ 仏ぶ つの教えに出遇った感動をうたった７言１２０句の
漢文での「偈う た」です。そして、「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」と節のついた念仏に続いて「弥み 陀だ 成じょう

仏ぶ つのこのかたは…」とはじまる「和讃わ さ ん 」をお勤めします。この「和讃」もまた、親鸞聖人がつく
られた詩う たです。読誦ど く じ ゅする（声に出して読む）ことを前提に、当時の「今様い ま よ う」という流行は や り歌の形
式で作られたものです。親鸞さんは、そのような和讃を５００首以上遺されました。中でも、後
の本願寺８世・蓮れ ん如に ょ上しょう人に んが「三さ ん帖じょう和わ 讃さ ん」（「浄じょう土ど 和わ 讃さ ん」・「高こ う僧そ う和わ 讃さ ん」・「正しょう像ぞ う末ま つ和わ 讃さ ん」）としてまとめ
られたものは、私たちの日常のお勤めでよまれるもので、親鸞さん以来８００年近くの長きに渡
って真し ん宗しゅう門も ん徒と に歌い継がれてきた、現代風にいえばミリオンヒットといってもいいものかもしれ
ません。 

皆さんがお持ちの『真宗大谷派勤行集』（表紙が赤いので通称“赤あ か本ほ ん”）には、お馴染みの「弥
陀成仏のこのかたは」（Ｐ９８）から六首の和讃の他、Ｐ１０２ページからは７パターン４２首の
和讃が掲載されています。ぜひご覧いただくとともに、日々のお勤めで順番にこの和讃をよみ、
深く味わっていただくこともお勧めします。この私のことを教えてくれる親鸞さんの言葉にきっ
と出遇うことだろうと思います。ちなみに、同ど う朋ぼ う会か いなどで皆さんと最後に一緒に歌う『恩お ん徳ど く讃さ ん』
も親鸞さんがつくられた大切な和讃の一つです。 
最後に、私が大事にしている和讃を一つ紹介します。「煩ぼ ん悩の うにまなこさえられて 摂せ っ取し ゅの光こ う明みょうみ

ざれども 大だ い悲ひ ものうきことなくて つねに
わが身み をてらすなり」。人間の煩悩は死ぬまで
決して消えません。しかし、その煩悩を照らさ
れ続けるということが、どうしようもないこの
人間が、人間を超えた世界に支えられてここに
在ることの唯一の証拠なのかもしれません。そ
れを人間の側からいえば「浄じょう土ど 真し ん宗しゅうに帰き すれど
も 真し ん実じ つの心し んはありがたし 虚こ 仮け 不ふ 実じ つのわが
身み にて 清しょう浄じょうの心し んもさらになし」という厳しさ
です。しかし、そんな人間を包み込む仏さまの
「大悲だ い ひ 」という大きな世界が同時にここにある
のです。       (浄泉寺若院・釋しゃく亜世あ せ い ) 


